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体力っくりに励む喜多灘小の児童たち

体ツレアス
地
域
、
学
校
が
一
体
で

児
童
た
ち
の
体
力
守
つ
く
り
に
と
喜
多
瀧

小
学
校
(
松
岡
忠
雄
校
長
)
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
片
す
み
に
こ
の
た
び
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
五
年
く
ら
い
前
か
ら
松
山
の

椿
小
学
校
と
交
流
を
続
け
て
い
る
う
ち
に

す
ぐ
れ
た
遊
具
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い

て
、
喜
多
離
小
学
校
の
先
生
や
P
T
A
の

皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
古
タ
イ
ヤ
や
古

電
位
を
集
め
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

遊
具
は
、
古
タ
イ
ヤ
を
組
み
合
わ
せ
た

タ
イ
ヤ
の
塔
や
ロ
ケ
y
ト
わ
た
り
、
ぷ
ー

ら
ん
わ
た
り
、
綱
わ
た
り
で
敏
し
よ
う
性

や
腕
力
を
つ
け
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

喜
多
難
小
学
校
は
、

P
T
A
や
教
育
振

興
会
な
ど
の
協
力
も
得
て
、
学
校
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
非
行
防
止
と

と
も
に
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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醒題一全国火災予防運動@支通災害共済

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

2
月
刊
油
田

j

3
月
間
自

「
気
温
が
下
れ
ば
、

空
気
が
乾
く
」
之
の

言
葉
の
と
わ
り
冬
か

ら
春
に
か
け
て
は
、

空
気
中
の
湿
度
が
少

な
く
な
り
、
可
燃
物

が
乾
い
て
火
災
が
多

発
し
ま
す
。

消
防
機
関
で
は
、

毎
年
こ
の
季
節
を
と

ら
え
て
二
月
二
十
八

日
か
ら
三
月
十
三
日

ま
で
の
二
週
間
、
全

国
一
斉
に
春
季
火
災

予
防
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

消
防
署
長
浜
支
署

で
も
、
尊
い
人
命
や

財
産
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
、
初
め
の
一

週
間
を
自
動
車
火
災

と
山
林
火
災
の
防
止

に
、
後
の
一
週
間
を

建
物
火
災
の
防
止
に

重
点
を
わ
い
て
運
動
を
行
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
も
、
事
業
所
や
町
内
会
で
消

防
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
積

極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

水
バ
ケ
ツ
な
ど
を

準
備
し
て山

火
事
防
止

春
は
、
山
仕
事
や
山
菜
採
り
、
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
で
山
林
に
入
る
機
会
も
多

く
な
り
ま
す
。
山
林
で
の
タ
バ
コ
や
た

き
火
、
ま
た
、
植
林
の
た
め
火
入
れ
を

行
う
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

。
風
の
強
い
と
き
は
行
わ
な
い
こ
と
0

8
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
準
備
を
し
て

か
ら
行
う
こ
と
。

母
燃
え
広
が
ら
な
い
よ
う
に
周
囲
の
整

理
整
と
ん
を
し
て
か
ら
行
う
こ
と
。

命
そ
の
場
所
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
。

窃
行
っ
た
後
の
残
り
火
は
、
水
を
か
け

る
か
士
、
ま
た
は
砂
を
か
け
て
完
全
に

消
火
す
る
こ
と
。

⑩
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
や
炎
を
発

生
さ
せ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
消
防
署
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へ
届
け
出
て
か
ら
行
う
こ
と
。

暢
植
林
の
た
め
火
入
れ
な
ど
を
行
う
場

合
に
は
、
役
場
で
「
火
入
れ
許
可
」
を

受
け
て
か
ら
行
う
こ
と
。
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エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

車
両
火
災
が
増
加

車
両
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

@
給
油
時
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、

近
く
で
マ
ッ
チ
や
タ
バ
コ
な
ど
の
火
気

を
使
用
し
な
い
こ
と
。

母
燃
料
が
漏
れ
た
ら
完
全
に
ふ
き
と
る

こシ」。

。
万
一
に
備
え
て
、
車
両
に
消
火
器
を

積
載
し
て
わ
く
こ
と
。

争
交
通
事
故
な
ど
で
自
動
車
が
大
破
し

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

す
る
こ
と
。

駐
停
車
は
や
め
よ
う

消
火
栓
@
防
火
水
槽
上
で

皆
さ
ん
は
、
消
防
水
利
(
消
火
栓
、

や
防
火
水
槽
)
の
近
く
に
車
を
と
め
て

い
ま
せ
ん
か
。
町
内
に
は
、
た
く
さ
ん

の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水

利
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
火
災
の
と
き

に
一
番
大
切
な
の
は
、
火
を
消
す
た
め

の
消
防
水
利
で
す
。
そ
の
大
切
な
水
利

の
上
に
車
を
と
め
て
い
た
た
め
、
消
火

が
遅
れ
大
火
と
な
っ
た
ら
大
変
で
す
。

消
防
水
利
の
吸
水
口
か
ら
五
山
以
内

に
は
車
を
と
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

万

に
備
え
て

み
な
さ
ん
市
町
村
共
通
災
害
共
済
に

加
入
さ
れ
ま
し
た
か
。

こ
の
制
度
は
、
掛
金
大
人
六
百
円
、

中
学
生
以
下
(
昭
和
四
十
五
年
四
月
二

日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
)
二
百
五
十
円

で
、
町
内
に
住
所
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

共
済
期
間
は
、
今
年
の
四
月
一
日
か

ら
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。
日
本
国
内
で
あ
れ
ば
、
航
空
機
、

船
舶
、
汽
車
、
パ
ス
、
自
動
車
、
自
転

車
な
ど
の
交
通
用
具
に
よ
り
災
害
を
受

け
た
場
合
は
適
用
さ
れ
ま
す
。

多
発
す
る
事
故
、
万
一
に
備
え
て
交

通
災
害
共
済
に
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し

ょ
h
7
0

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課
へ
わ

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

市町村交通災害共済加入状況

年度 指ト 旦〈之、 見舞金 加入者数 加入率

rl 円 人 % 
55 3，171，050 2，240，000 6，097 46，7 

56 3.394.350 780司 000 6.471 50.3 

57 3，307，500 2，375，000 6，286 49.5 

58 3，148司 850 2，405，000 5，958 47.5 

59 3，220，800 5，870，000 6.082 48.9 
見込)

等級 と少ぐくぐ ゴ日E の 程 度 :iit 客員

死 亡 100万円

2 医師の治僚実日数360日以上の傷害 20万円

3 医師の治療実日数180日以上の傷害 17万5千円
360日未満

4 
96 tl ~:J，、上

15万円医師の治療支日数180日未満の傷害

5 医師の治療実日数 80日以上の傷害 12万5千円
96日未満

6 医師の治療実日数 64日以上の傷害 10万円
80日未満

7 医師の治療実日数 48日以上の傷害 7万5千円
64日未満

8 医師の治療実日数 32日以上の傷害 5万円
48日未満

9 医師の治療実日数 16tl t:)，トーの傷害 3万円
32日未満

10 
7日以上

1万円医師の治療実日数 16日未満の傷害
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長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
一
月

二
十
八
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
、
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
公
有
水
面
の

埋
立
て
に
つ
い
て
の
答
申
な
ど
九
議
案
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

給
与
費
な
ど

一

般

会

計

E霊冨湿冨盟冨翠翠軍軍E

今
年
度
一
般
会
計
に
三
千
万
円
が
補

正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
三
十
八
億
四
千

二
百
九
十
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
さ
れ
た
わ
も
な
使
い
み

中正
L.L.し
古く

3期お

月限 ZF
15は行
日山

竃彊置量撞昆

昭
和
六
十
年
度
分
「
町
、
県
民
税
」

の
申
告
の
受
付
け
は
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

今
年
一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
長

浜
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
で
次
の
よ

う
な
人
で
す
。

一
給
与
所
得
者
の
場
合
一

⑧
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
の
あ
る
人

(
例
一
農
業
、
家
賃
、
地
代
な
ど
)

⑨
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
さ
れ
な
い
人

一
給
与
所
得
者
以
外
の
人
の
場
合
}

⑨
昭
和
五
十
九
年
中
(
一
月
一
日

1
十
二

園田園盟国表彰@生活情報画画

ち
は
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
基
づ

い
て
行
う
町
職
員
の
給
与
改
定
に
必
要

な
経
費
で
す
。

喜
多
漁
港
改
修
工
事

公
有
水
面
埋
立
て

愛
媛
県
知
事
か
ら
喜
多
漁
港
地
域
改

善
対
策
工
事
に
伴
う
公
有
水
面
埋
立
て

に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
異
議

な
い
旨
の
答
申
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

喜
多
漁
港
は
、
伊
予
灘
に
面
し
て
近

く
に
好
漁
場
を
ひ
か
え
、
沿
岸
漁
業
を

中
心
と
し
た
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、

漁
船
の
大
型
化
、
経
営
の
多
様
化
に
伴

ぃ
、
そ
の
施
設
や
用
地
が
不
足
し
て
円

滑
な
漁
業
活
動
が
阻
害
さ
れ
て
お
り
、

漁
家
の
生
活
安
定
の
た
め
に
こ
の
埋
立

て
を
す
る
も
の
で
す
。

月
三
十
一
日
)
に
所
得
の
あ
っ
た
人

川
営
業
や
農
業
、
そ
の
他
事
業
を
営
む

人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

な
い
人

同
副
業
、
内
職
等
で
所
得
の
あ
っ
た
人

⑧
雑
損
、
医
療
費
な
ど
の
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
。

た
だ
し
、
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
所
得
が
な
い
方

で
も
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

正
し
い
申
告
が
行
え
る
よ
う
次
の
書

類
な
ど
を
添
付
、
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

⑧
町
、
県
民
税
の
申
告
書

⑨
印
鑑

⑧
給
与
所
得
者
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票

⑧
事
業
を
し
て
い
る
方
は
、
各
種
営
業

帳
簿
、
決
算
書
、
収
入
明
細
書

⑧
そ
の
他
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類

⑧
医
療
費
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
支
払

い
領
収
書

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
を
交
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

自主正
田， ¥ ¥、

定料
告窒で

i護国
?塑覧
ソU 口

画帳

町
で
は
、
あ
な
た
の
土
地
や
家
屋
な

ど
の
資
料
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」
を

四
月
一
日

i
四
月
二
十
日
ま
で
の
聞
に

限
り
、
役
場
税
務
課
で
無
料
で
わ
見
せ

し
ま
す
。

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
回
定
資
産

に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
動
車
の
廃
車
等
の

手
続
き
は
お
早
め
に

自
動
車
税
の
課
税
時
期
を
控
え
、
三

月
中
旬
を
過
ぎ
る
と
廃
車
手
続
き
等
が

一
時
的
に
集
中
し
、
陸
運
事
務
所
や
軽

自
動
車
検
査
協
会
の
窓
口
が
た
い
へ
ん

混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
わ
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
の
所
有
者
や
使
用
者
の
変
更

な
ど
に
よ
る
名
儀
変
更
の
手
続
き
に
つ

い
て
も
お
早
め
に
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
次
の
と
こ

ろ
へ
わ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

{
普
通
自
動
車
一
松
山
市
森
松
町
一

O

七
O

愛
媛
県
陸
運
事
務
所
登
録
資

⑧
⑧
⑧
⑮
E

③
⑨
 

大
洲
吟
毒患

櫛舎

笥葉
益支

吉E

支
部
長

吟
詠
剣
詩
舞
は
吟
者
が
作
詩
者
の

心
を
理
解
し
、
そ
れ
を
舞
に
よ
っ
て

表
現
す
る
も
の
で
す
が
、
土
日
か
ら
礼

節
を
重
ん
じ
る
と
共
に
、
人
情
を
大

切
に
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
尚
、

今
も
こ
の
こ
と
を
強
く
叫
び
実
行
し

て
い
る
集
団
、
こ
れ
が
私
達
の
グ
ル

ー
プ
で
す
。

県
の
組
織
で
あ
る
愛
媛
県
吟
詠
剣

詩
舞
総
連
盟
の
中
に
、
至
善
流
大
洲

吟
詠
会
(
丑
尾
鳳
秀
会
長
)
が
あ
り

ま
す
。
わ
が
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
会
の

長
浜
支
部
で
す
。

材
課
宮

0
8
9
9
|
日
!
1
5
6
2

{
軽
自
動
車
一
松
山
市
南
高
井
町
一
八

支
部
の
会
員
は
、
現
在
六

十
一
人
で
町
内
の
各
地
に
教

室
が
あ
り
ま
す
。
出
海
は
出

海
公
民
館
で
木
曜
日
、
櫛
生

も
木
曜
日
で
櫛
生
隣
保
館
、

少
人
数
の
時
は
沖
野
要
子
さ

ん
宅
で
す
。
沖
浦
は
金
曜
日

で
沖
浦
公
民
館
、
長
浜
は
水
曜
日
で

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
横
の
管
理
室

で
す
。
白
滝
は
、
月
曜
日
が
公
民
館
、

木
曜
日
は
田
淵
集
会
所
で
す
。
仁
久

で
は
金
曜
日
に
仁
久
集
会
所
で
、
各
教

室
そ
れ
ぞ
れ
練
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

信
条
は
、
「
吟
詠
剣
詩
舞
を
通
じ

て
、
正
し
い
心
と
健
や
か
な
体
を
養

う
。
豊
か
な
情
操
と
高
尚
な
知
徳
を

培
う
。
楽
し
い
人
生
と
美
妙
な
感
激

を
味
わ
う
。
常
に
感
謝
と
報
恩
の
生

活
を
行
う
。
円
満
な
家
庭
と
明
る
い

社
会
を
創
る
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
高

唱
し
念
じ
て
練
成
し
ま
す
。

吟
一
詠
は
歴
史
を
知
り
、
発
声

の
練
習
で
胸
や
腹
が
鍛
え
ら
れ
、

長
命
の
秘
け
つ
で
「
息
長
け
れ

ば
命
長
し
」
な
の
で
す
。
吟
詠
を

好
む
人
に
悪
人
な
く
、
吟
一
詠
を
習

う
青
少
年
に
不
良
化
は
な
い
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
剣
詩
舞

は
健
康
と
共
に
体
の
線
が
美
し

く
な
り
ま
す
。
県
の
渡
部
教
育

長
さ
ん
も
「
人
間
性
を
培
い
、
人

格
を
陶
や
す
る
素
晴
し
い
も
の

だ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

練成に励む会員の皆さん一
四
二
軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
媛

事
務
所
宮

0
8
9
9

月

6
7
3
0



4ー

事
故
の
件
数
に
よ
っ
て

交
通
災
害
共
済
見
舞
金

愛
媛
県
市
町
村
交
通
災
害
の
件
で
す

が
、
他
県
U
お
い
て
は
事
故
の
少
な
か
っ

た
年
に
は
掛
け
金
が
安
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
が
、
本
県
に
お
い
て

も
そ
の
よ
う
な
制
度
に
な
れ
ば
加
入
者

も
も
っ
と
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
(
櫛
生
・
上
田
俊
厚
・
品
歳
)

お
答
え
:
・
本
町
に
お
い
て
は
昭
和
五

十
九
年
度
に
六
千
八
十
二
人
が
加
入
し

て
、
掛
金
は
三
百
二
十
二
万
八
百
円
、

見
舞
金
は
-
一
十
五
人
で
五
百
八
十
七
万

円
に
な
る
見
込
み
で
す
。
事
故
の
多
い

年
に
は
こ
の
よ
う
に
掛
け
金
よ
り
も
見

舞
金
の
方
が
多
く
な
り
ま
す
。
事
故
が

少
な
か
っ
た
年
の
分
に
つ
い
て
は
積
み

立
て
て
お
い
て
次
年
度
に
繰
り
越
し
て

見
舞
金
に
あ
て
て
い
ま
す
。

公
安
委
員
会
で
対
応

交
差
点
の
停
止
線

長
浜
の
か
つ
ら
や
書
屈
の
前
の
交
差

点
の
と
こ
ろ
で
、
事
故
が
多
発
し
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。
ど
ち
ら
の
道
路
が
優

先
か
わ
か
り
づ
ら
く
、
見
通
し
も
悪
い

の
で
停
止
線
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

(
A
7

坊
・
津
田
礼
子
・

2
歳
)

お
答
え
:
・
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
要

望
が
で
て
お
り
、
警
察
へ
連
絡
を
と
っ

た
と
こ
ろ
、
公
安
委
員
会
で
停
止
線
を

引
い
て
い
た
だ
く
そ
う
で
す
。

睡覇軍富田うちのおとうさん@モニタ一つうしん

お
歳
・
母
H
川
明
美
さ
ん

m歳

み
整ん
f蒲 y千

一事ゐ
長芋広
の佳世主
遊どぺ々

高で

長
浜
町
全
体
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と

で
す
が
、
豊
茂
地
区
に
も
子
供
の
健
全

な
遊
び
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
単

に
土
地
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
済
ま
さ

れ
る
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
子

供
の
安
全
で
楽
し
い
遊
び
場
を
造
る
こ

と
を
、
真
剣
に
検
討
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。(

豊
茂
・
佐
々
木
徳
美
園
幻
歳
)

お
答
え
・
・
・
楽
し
く
安
全
な
広
場
を
造

る
こ
と
は
、
大
切
な
事
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
現
在
、
県
の
補
助
事
業
と
し
て

「
み
ん
な
の
広
場
整
備
事
業
」
の
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
は
、
地
域

住
民
の
憩
の
場
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の

要
望
に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
コ
・
滑
り
台
・

ベ
ン
チ
等
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

な
わ
、
こ
れ
ら
の
設
置
に
つ
い
て
は

開
発
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
用
地
や

負
担
金
に
つ
い
て
地
元
の
皆
さ
ん
と
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。お

い
し
い
水
の
供
給
を

長
浜
町
で
は
、
将
来
を
見
通
し
て
の

水
道
改
良
工
事
を
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
時
折
実
施
さ
れ
る
断
水
や

赤
水
を
迷
惑
が
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
水
洗
ト
イ
レ
の
普
及

な
ど
で
水
の
需
要
は
増
加
す
る
一
方
だ

と
思
い
ま
す
。
お
い
し
い
水
が
い
つ
で

も
使
用
で
き
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

(
白
滝
・
遠
香
千
代
・
川
町
歳
)
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⑪
 

い
つ
も
同
ビ
向
き
で
寝
で
い
る
の
は

苦
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
体
を
動
か

さ
ず
ピ
一
っ
と
備
に
な
っ
て
い
る
と
、
「
床

ず
れ
」
を
起
こ
し
た
り
、
肺
の
運
動
が

少
な
い
た
め
に
肺
炎
に
な
っ
た
り
、
足

の
血
管
に
血
の
か
た
ま
り
が
で
き
た
り

し
ま
す
。

健
康
な
人
な
ら
、
指
て
い
る
間
も
寝

返
り
を
打
つ
で
休
を
動
か
し
て
い
る
は
②
ひ
ざ
の
下
に
片
腕
を
深
く
入
れ
、
腰

ず
で
す
。
ぞ
れ
が
で
き
な
い
人
に
は
手
を
抱
え
る
。
も
う
一
方
の
手
を
子
前
か

助
け
が
必
要
で
す
。
せ
め
で
、
民
間
は
ら
腰
の
下
に
入
れ
静
か
に
引
き
寄
せ
る

一
、
-
一
時
間
ご
と
に
、
体
内
向
き
や
手
(
下
半
身
を
動
か
す
)
。
①
ひ
ざ
を
立
で
、
手
を
組
主
せ
る
ま
で

足
の
位
置
を
変
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ο

③
山
臼
の
ド
か
ら
片
腕
を
深
く
差
し
入
れ
は
「
手
前
」
の
と
き
と
同
ピ
c

体
を
動
か
す
と
、
血
液
の
循
環
が
よ
て
病
人
の
-
一
府
を
し
っ
か
り
時
ち
、
を
う
②
ひ
ざ
の
下
に
片
腕
を
深
く
入
れ
て
腰

一
春
、
ど
は
い
え
、
高
院
の
差
が
大
き
副
作
用
で
調
子
が
悪
く
な
っ
た
と
思
っ
と
飲
ん
で
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
一

一
い
こ
の
ご
ろ
は
、
体
の
調
子
も
航
し
て
中
断
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
服
薬
中

F
か
ら
、
こ
ご
で
治
療
方
針
の
く
い
一

一
や
す
い
も
の
で
す
。
普
段
か
ら
高
血
に
体
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
違
い
が
出
て
来
て
も
ふ
し
ぎ
で
は
あ
一

一
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
が
あ
つ
ま
ず
薬
を
も
ら
っ
た
主
治
医
ま
え
は
薬
り
ま
せ
ん
。

一
て
破
薬
し
て
い
る
人
は
、
休
の
嗣
子
剤
師
に
相
談
し
ま
す
。
治
療
し
て
い
る
そ
れ
か
ら
、
他
人
が
も
ら
っ
て
来
一

一
が
窓
く
な
コ
た
時
は
ど
の
よ
う
に
対
以
外
の
病
況
を
併
発
し
た
場
合
も
向
様
て
飲
み
残
し
て
い
る
薬
を
、
症
状
が
一

一

処

し

て

お

一

勺

れ

る

で

し

ょ

う

か

。

同

ピ

だ

か

』

り

と

い

っ

て

飲

ま

一

か

ぜ

雪

ど

一

時

的

に

別

の

薬

世

長

つ

仁

L

J

、42
欠
え
ノ
h

J

な
い
よ
う
ト
い
し
ま
し
ょ
う
。

J

一

克

司

ο一
よ

!

、

し

台

そ

〆

一

ノ

一
を
飲
む
時
に
、
常
用
し
で
い
る
薬
一

Z

，

(

-

】

{

一

一

短

期

間

で

症

状

が

改

善

さ

れ

川

↓

一

を

や

め

て

し

ま

う

人

が

い

ま

す

。

主

治

匿

、

薬

剤

師

に

相

談

し

て

る

と

薬

を

飲

み

忘

れ

る

こ

と

鴨

一

一

副

作

用

を

心

配

し

て

の

こ

と

だ

と

が

よ

く

あ

り

ま

す

が

、

症

状

は

一

+

:

i

ι

レ
ι

↑

一
思
い
ま
す
が
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
で
す
。
主
治
医
の
専
門
外
の
他
の
科
で
が
な
く
な
つ
だ
こ
と
と
、
病
気
刊
一

一

な

ど

の

場

合

は

、

診

て

も

ら

う

場

合

な

ど

は

特

に

注

意

し

が

治

っ

た

こ

ど

と

は

違

う

ご

と

げ

一

一

様

け

一

軍

雪

中

断

す

る

ま

し

ょ

う

。

調

子

が

恵

く

な

っ

た

と

一

が

あ

り

ま

す

。

薬

は

処

方

さ

れ

叫

一

一

A
車
明
三
と
危
険
な
こ
と
が
言
主
一
円
わ
な
い
た
め
に
、
向
。
薬
を
も
た
よ
う
に
服
用
し
、
自
分
勝
手
川
一

一

¥

↑

ド

的

あ

り

ま

す

c

ら
っ
て
は
飲
ま
ず
に
、
ど
ん
ど
ん
た
ま
に
調
節
し
た
り
し
な
い
こ
と
が
飢
一

一

宮

京

叫

一

号

、

現

在

服

っ

て

い

る

と

い

う

よ

う

な

こ

と

は

あ

り

大

切

な

の

で

す

。

三

一

欝

じ

ー

ー

し

用

し

て

い

る

薬

の

ま

せ

ん

か

。

処

方

し

た

医

師

は

、

き

つ

(

保

健

婦

・

原

間

)

J

一

r
i
l
l
-
i
l
l
i
t
-
-
1
1
i
i
;
j
i
-
-
1
i
I
l
l
i
-
-
+
i
j
i
l
-
-
1
b
i
l
i
-
-
1
し
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く
な
り
、
内
臓
の
働
き
も
活
発
に
な
っ

て
食
も
す
す
み
ま
;
。

①
ひ
ざ
を
立
て
さ
せ
る
の

車

一
万
の
手
は
背
中
の
下
に
入
れ
、
静
か

に
引
き
寄
せ
る
(
上
半
身
を
動
か
す
)
0

①
ひ
ざ
を
立
て
さ
せ
る
。

叫
)
体
の
下
に
病
人
の
子
が
敷
き
こ
ま
れ

な
い
よ
う
に
、
両
手
を
胸
の
上
で
組
ま

せ
る
。

③
看
護
人
か
ら
み
て
速
い
側
の
一
周
と
腰

よ
く
れ
地
り
食
欲
も
増
す

に
子
を
か
け
、
静
か
に
手
前
に
引
く
。

を
支
え
、
も
う
一
方
の
手
は
腰
の
ド
に

差
し
入
れ
る
。

③
腰
を
上
げ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
腕
を

手
前
に
引
く
(
下
半
身
の
向
き
を
変
え

る
)
0

④
片
手
で
手
前
の
肩
を
支
え
、
も
う
一

方
を
首
の
卜
か
ら
入
れ
て
向
こ
う
の
肩

を
h

押
さ
え
る
。

⑤
腕
を
引
き
な
が
ら
上
半
身
を
回
;
つ

〈
ベ
ッ
ド
の
場
合
〉

一
郎
ひ
ざ
を
立
て
さ
せ
、
看
護
人
は
病
人

と
向
か
い
令
っ
て
、
お
互
い
の
近
い
方

の
子
を
組
む
。
も
う
一
方
の
手
は
、
同

の
下
か
ら
入
れ
て
一
日
を
支
え
る
。
病
人

の
片
手
は
一
屑
の
上
に
置
か
せ
る
。

②
看
護
人
は
、
一
方
の
足
か
ら
他
方
へ
体

重
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
静
か
に
起
こ
す
。

〈
量
の
場
合
〉

①
ひ
ざ
を
立
で
さ
せ
る
c

②
病
人
の
両
手
は
看
議
人
の
討
に
か
け

さ
せ
析
の
後
ろ
で
子
を
祖
ま
せ
る
〈

③
畳
の
馬
台
は
ベ
ッ
ド
よ
り
ず
っ
と
大

き
な
力
が
必
要
で
す
。
腰
を
痛
め
な
い

よ
う
、
看
詩
人
は
足
の
杭
慌
に
注
意
し

て
、
自
分
の
体
を
一
一
ア
コ
の
よ
う
に
利
用

し
て
起
こ
し
ま
す
o

④
背
も
た
れ
を
使
う
と
き
は
、
一
組
、
普

す
じ
、
胸
が
真
っ
す
ぐ
に
な
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
し
た
も
の
を
使
い
ま
す
。
ふ

と
人
な
ど
立
、
体
が
沈
ん
で
苦
し
い
の

で
避
け
ま
す
。
ひ
ざ
の
下
に
は
、
座
ぷ

と
ん
な
ど
を
丸
め
て
入
れ
ま
す
。

⑤
寝
た
ま
ま
で
横
向
き
に
位
置
を
変
え

た
と
き
は
、
毛
布
を
四
つ
折
り
に
し
て
、

外
側
に
監
く
巻
い
た
も
の
を
、
背
中
に

ヴ
フ
た
り
し
」
斗
て
て
体
を
支
え
ま
す
一

J

こ
の
と
き
、
ひ
ざ
が
重
な
ら
な
い
よ
う

少
し
ず
ら
し
、
両
足
の
間
に
毛
市
や
座

ぶ
と
ん
を
は
き
み
ま
す
。

今
月
の
円
曜
ペ
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
卜
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
以
急
患

者
の
方
三
ぽ
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致
し
ま
せ
ん
。

①
3
刀
3
H
石
村
病
院
雷
⑫
0
2
5
7

@
3
月
日
日
清
水
医
院
澄
⑪
2
8
8
3

@
3
月
口
付
米
川
医
院
盆
⑬
0
1
6
5

@
3
月
幻
日
岡
田
医
院
盛
@
0
6
3
9

①
3
月
山

U

菊
地
院
院
自
⑫
0
2
0
9

@
可
一
月
九
日
門
属
医
院
宮
⑪
0
2
0
2

乳

児

健

診

…

@
3
月
日
日
町
体
育
館
午
後
1
時

j
2
時
対
象
は
昭
和
田
年
4
円
、
7

月
、
日
月
生
ま
れ
の

F

十
供
さ
ん
。

三

歳

克

健

診

①
3
月
8
日
町
体
育
館
午
後
1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
同
年
ロ
月
、
昭

和
町
年
1
月
、
2
月
生
ま
れ
山

Fr
供
さ

ん。
①
3
円
口
日
漁
協
組
合
今
坊
支
所

①
3
月
日
日
ト
八
和
公
民
館

①
3
月
H
日

町

体

育

飴

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
1
2
時

対
象
は
満
三
ト
歳
以
上
の
人
で
、
料
金

セ
百
円
。
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ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
対
応
ト
一
一
十
川

;
I
μ

ヨ
回
一
体
守
館

1
新
春
特
別
講
演
会

1

で
、
松
本
純

一
南
海
放
送
技
術
局
長
を
講
師
に
迎
え
て
、
新
春
特
別
講
演

会
が
聞
か
れ
た
。

こ
れ
は
商
工
会
が

主
催
し
た
も
の
で
、

「
高
度
情
報
化
社

会
の
展
望
」
と
題

し
て
、
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
時
代
を
迎

え
て
今
後
ど
う
対

応
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
み
ん
な
で

考
え
た
。

量密画墨画......，圃屋軍置盟盟国彊盟盛冨直直置

ゴロロ口口口口口口口口口口口口口

一
月
十
五
日
町
体
育
館
で
、
A
7
年
度
の
成
人
式

が
開
か
れ
た
。
雪
混
じ
り
の
中
、
百
人
の
新
成
人

が
出
席
し
て
、
長
浜
の
石
岡
克
浩
君
、
豊
茂
の
森

内
秀
貴
君
、
沖
浦
の
笹
本
佳
代
さ
ん
、
戒
川
の
惣

計

調

さ
ん

が
意

見
発

表
を
、

ま
た
、

豊
茂
の
上
旧
公
君

が
誓
い
の
一
百
葉
を

述
べ
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
き
っ
た
。

意見発表で新たな誓い

~ 成 人 式 ~

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

五
輪
塔
を
発
見

1
大
陰
城
跡
地
1

さはのた勢あ、連で年年今んいい
れ なことのよ合河ご前かのるた下
ていろい戦び 箪里子ろのら話。と須
いかのわ争長と・ 、永四に兵こ戒
ると もれ が曽宇毛こ禄百よ頭ろの
。 推 の 、 あ 我都利の十卜る正、大
定でそっ部官の地ー七とさ戸l西

個正
の春
五さ
輪ん
塔宅
が前
見に
つ城
7う、 σコ
り台
話 E主
題道
にを
なっ
つけ
てて

画面画面掴ルポ・まちの先覚者

~ 

i与{k:teフ
JL、口

¥0) 口

亭ふ口
面れ口
太あ白

雪い口
伝求口
場め口

lて口
口

口口口口口口口口口口口口口口口[

一
月
二
十
日
大
和
公
民
館
で
、
第
八
同
太
陽
の
広
場
が
聞

か
れ
、
お
よ
そ
三

百
人
が
参
加
。
午

前
中
は
「
み
ん
な

で
走
ろ
う
十
一
時
」

と
名
う
っ
て
、
親

子
マ
ラ
ソ
ン
で
汗

を
流
し
、
午
後
は

体
育
館
で
「
ふ
れ

あ
い
の
広
場
」
を

開
催
。
カ
ラ
オ
ケ

や
寸
劇
な
ど
を
し

て
心
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
た
。

西

山

繁

西
山
繁
樹
は
、
嘉
永
一
一
年

二
八
四
九
)
豊
茂
村
庄
屋
丙
山
与

八
郎
と
ス
、
、
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
繁
樹
の
履
歴
を
次
に
み
て
み
よ

スノ

小
学
二
等
授
業
生
拝

ム
叩

明
治
十
一
年
愛
媛
県
師
範
学
校

急
成
科
に
半
年
入
学

明
治
十
二
年
二
月
ま
で
豊
茂
小

学
校
教
員

二
月
か
ら
明
治
十

九
年
二
一
月
ま
で
豊
茂

村
-
一
代
戸
長

明
治
二
十
二
年
十
二
月
か
ら
明

治
四
十
四
年
五
月
十

一
日
ま
で
豊
茂
村
初

代
村
長

明
治
三
十
二
年
同
同
十
四
年
ま

で
喜
多
郡
会
議
員

温
厚
で
徳
烹
の
あ
っ
た
繁
樹
は
、

戸
長
七
年
余
、
村
長
一
-
十
一
年
八
点
、

計
一
一
十
八
年
余
に
わ
た
り
豊
茂
村
名

誉
職
村
長
と
し
て
、
そ
の
職
に
精
励

し
村
治
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
小
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、

。
小
学
校
の
建
築

。
学
校
基
本
財
産
の
蓄
積

明
治
十
年

t~1 

C
記
念
…
一
千
林
の
設
置

。
児
童
就
学
奨
励

等
に
つ
い
て
画
策
す
る
と
こ
ろ

が
皆
成
功
し
て
、
都
内
他
町
村

の
模
範
と
な
り
、
ま
た
自
ら
も

私
財
を
な
げ
う
っ
て
喜
多
郡
中

学
校
準
備
金
や
神
山
小
学
校
基

本
財
産
に
寄
付
し
て
学
事
の
資

と
し
た
。

村
政
に
つ
い
て
は
よ
く
自
治

の
発
達
を
は
か
り
、
教
育
、
土
木
、
勧

業
そ
の
他
基
本
財
産
の
増
殖
、
勤
倹
貯

蓄
の
奨
励
に
つ
く
し
、
着
々
と
実
行
に

移
し
た
。
と
く
に
徴
税
事
務
の
ご
と
き

は
常
に
よ
く
整
と
ん
さ
れ
て
い
た
と
い

ス
ノ
。

こ
の
よ
う
に
、
在
職
多
年
の
功
績
が

顕
著
で
あ
る
の
で
、
数
々
の
表
彰
を
受

け
て
い
る
。

明
治
四
十
四
年
五
月
十
一
日
、
全
村

正
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
六
十
二
歳
で
没

し
た
。繁

樹
の
養
子
西
山
幸
蔵
は
、
大
洲
中

学
、
京
都
産
業
学
校
を
卒
業
、
県
吏
員

都
書
記
を
つ
と
め
た
後
、
明
治
凹
十
四

年
七
月
父
繁
樹
の
後
を
引
き
継
い
で
二

代
豊
茂
村
長
に
選
ば
れ
て
大
正
凹
年
ま

で
在
職
、
大
正
十
一
年
四
月
一
日
の
豊

茂
村
、
相
生
村
の
合
併
に
よ
る
初
代
大

和
村
長
と
し
て
四
年
、
五
代
村
長
と
し

て
二
年
、
計
十
年
間
村
政
に
力
を
注
い

だ
。
昭
和
三
十
五
年
十
月
二
十
二
日
八

十
山
歳
で
没
し
た
。

親
子
二
代
に
わ
た
り
、
二
一
十
八
年
余

豊
茂
の
た
め
に
貢
献
し
て
き
た
の
で
あ

る。
(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)
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表
彰
争
中
卒
業

大
本
、

桜
田
、

菊
地
議
員

堤

議

員

自

治

功

労

で

昌円若葉本大

町
議
会
議
員
大

本
春
明
さ
ん
(
六
二
一
)
、

菊
地
満
男
さ
ん
(
六

i
二
)
、
桜
田
和
夫
さ

議
ん
(
五
三
)
、
堤
正
和

制
さ
ん
(
四
九
)
の
四
人

は
、
多
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
振
興

韻
発
展
に
功
績
が
あ

臨
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

桜
二
月
七
日
東
京
で

聞
か
れ
た
全
国
町

員
村
議
会
議
長
会
第

議
三
十
六
同
定
期
総

堤
会
の
席
上
、
片
野

ゴ
一
郎
会
国
町
村
議

会
議
長
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

瞳臨語圏わが、グループ@第 1田臨時会

長

浜

町

議

会

優

良

議

会

長
浜
町
議
会
は
優
良
議
会
と
し
て
、

二
月
七
日
東
京
で
問
か
れ
た
全
国
町
村

議
会
議
長
会
第
三
十
六
回
定
期
総
会
の

席
上
、
片
野
三
郎
全
国
町
村
議
会
議
長

会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

国
鉄
予
讃
本
線
維
持
存
続

利
用
啓
発
の
た
め
の

入
選
標
語
(
そ
の
2
)

国
鉄
予
讃
本
線
維
持
存
続
、
利
用
啓

発
を
高
め
る
た
め
の
標
語
入
選
作
品
十

点
は
次
の
通
り
で
す
。

。
こ
の
町
を
支
え
る
力
予
讃
線

(
上
灘
中
一
年
若
松
一
子
)

O
み
ん
な
で
守
ろ
う
予
讃
本
線

(
上
灘
中
一
年
藤
江
由
美
)

(
上
灘
中
一
一
年
上
町
寿
典
)

(
上
灘
中
二
年
小
西
さ
お
り
)

(
下
灘
中
一
年
谷
口
順
子
)

。
予
讃
線
み
ん
な
で
乗
れ
ば
ま
だ
続
く

(
上
灘
中
三
年
栗
田
裕
史
)

O
な
く
す
ま
い
郷
土
の
足
と
ふ
る
さ
と

の
駅
(
下
灘
中
二
年
吉
野
敏
江
)

。
子
や
孫
に
残
し
て
む
こ
う
予
讃
本
線

(
大
洲
束
中
一
年
平
井
嘉
昭
)

O
残
し
た
い
み
ん
な
の
足
で
す
予
讃
本

線
(
大
洲
束
中
一
年
佐
々
木
陽
子
)

O
僕
た
ち
の
足
で
す
子
で
す
予
讃
本
線

(
大
洲
束
中
一
年
鎌
田
卓
也
)

O
予
讃
線
み
ん
な
で
守
れ
い
つ
ま
で
も

(
大
洲
束
中
一
年
新
江
一
一
二
)

O
住
民
の
暮
し
を
守
る
予
讃
本
線

(
大
洲
束
中
一
年
石
堂
賢
二

O
予
讃
線
な
く
す
な
み
ん
な
の
通
勤
列

車
(
大
洲
束
中
二
年
清
水
明
美
)

第

5
因
果
実
品
評
会

宝
生
さ
ん
ら
釣
人

一
月
二
十
ご
一
日
町
体
育
館
で
第
五
因

果
実
品
評
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
生
産

者
か
ら
出
品
さ
れ
た
み
か
ん
、
ネ
ー
ブ

ル
な
ど
の
審
査
を
し
た
結
果
、
次
の
方

々
が
入
賞
し
ま
し
た
。

一
温
州
み
か
ん
}
マ
一
位
H
H
宝
生
芳
正

(
櫛
生
)
マ
二
位

1
三
ツ
野
東
(
出
海
)
、

兵
頭
成
敏
(
櫛
生
)
マ
三
位

l
桑
野
春
太

郎
(
櫛
生
)
丸
井
真
佐
子
(
今
坊
)
一
一
一
ツ

野
東
(
出
海
)
{
ネ
ー
ブ
ル
一
マ
一
位

l

t
e
J
j

二
月
号
六
ペ
ー
ジ
の

:
f
"
 

。

=
=
E
i
…
う
ち
の
む
と
う
さ
ん
の

一
記
事
中
、
写
真
説
明
で
「
善
行
さ

一
ん
」
と
あ
る
の
は
「
信
義
さ
ん
」
、

一
八
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
の
先
覚
者
の
記
一

一
事
中
「
明
治
十
二
年
ぐ
八
七
九
)
」

一
生
ま
れ
の
長
男
与
之
進
と
あ
る
の

一
は
「
明
治
三
十
四
年
六
九

O
ニ
」
、
日

一
パ

y
チ
リ
ル
ポ
の
本
村
集
会
所
の

日
記
事
中
、
和
室
卜
去
が
「
十
部
屋
」
一

一
と
あ
る
の
は
「
二
部
屋
」
の
誤
り
で
一

目
し
た
。
訂
正
し
て
む
わ
び
し
ま
す
。

丸
井
恒
男
(
A
7

坊
)
マ
二
位

1
宝
生
芳
正

(
櫛
生
)
マ
三
位
日
畑
澄
岩
平
(
出
海
)

マ
努
力
賞

1
大
谷
俊
男
(
黒
田
)
丸
井
真

佐
子
(
A
7

坊
)
{
伊
予
柑
一
マ
一
位
U

峯

田
ミ
ツ
ル
(
A
7
坊
)
マ
二
位
1
峯
田
明
(
A
7

坊
)
宝
生
芳
正
(
今
坊
)
マ
三
位
日
丸
井

恒
男
(
A
7
坊
)
平
岡
武
利
(
A
r
訪
)
東
川

正
信
(
櫛
生
)
加
納
芳
彦
(
須
沢
)
一
八

朔
}
マ
一
位
H
H
熊
野
強
(
向
滝
)
マ
二
位

l
田
中
堅
太
郎
(
櫛
生
)
兵
多
恒
広
(
須

沢
)
マ
三
位
H
H
河
野
公
子
(
出
海
)
熊
野

一
美
(
白
滝
)
岡
田
福
子
(
下
須
戒
)
{
ポ

ン
カ
ン
}
マ
二
位
H
H
久
保
善
吉
(
穂
積
)

マ
三
位
H

丸
井
恒
男
(
A
7

坊
)
{
日
向
一
夏
}

マ
三
位
H

山
脇
)
征
雄
(
櫛
生
)
{
レ
モ
ン
}

マ
三
位

1
武
田
登
(
長
浜
)
{
清
見
一
マ

三
位
U

西
村
雄
(
大
越
)

町体育館で関かれた

果実品評会

日
袖
ピ
ク
ニ
ッ
ク
時
季
鮪

H
だ
ま
り
で
春

の
風
を
肌
に
感
じ

た
り
、
木
立
ち
の

中
で
森
林
浴
|
|

実
に
気
持
ち
が
い

い
で
す
ね
。
で
も
、

?
っ

f
〕
マ
了
ト
ふ
や

し
ヘ
一
し
「
里
々
ノ
ー

食
べ
も
の
を
楽
し

む
の
が
ピ
ク
ニ

y

ク
。
ご
近
所
も
さ
そ

っ
て
大
勢
で
で
か

け
れ
ば
、
も
っ
と
楽

し
く
な
り
ま
す
よ
。

敷
物
ビ
ニ
ー
ル
・
シ

l
ト
な
ど

は
、
地
面
の
湿
気
を
防
い
で
ゆ
っ
く

り
く
つ
ろ
げ
る
場
所
と
な
り
ま
す
。

ぬ
れ
タ
オ
ル
|
水
の
不
便
な
所
で

は
、
子
を
ふ
く
の
に
重
宝
し
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
に
包
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

雨
具
ど
ん
な
に
天
気
が
良
く
て

も
油
断
は
禁
物
。
必
ず
持
っ
て
出
か

け
ま
し
ょ
う
。

何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
も
の
で

す
が
、
や
は
り
「
運
び
や
す
い
も
の
」

「
食
べ
や
す
い
も
の
」
が
便
利
で
す
。

ポ
y
ト
に
熱
い
飲
み
物
を
用
意
し
て
、

和
風
な
ら
、
わ
む
す
び
、
い
な
り
ず

し
、
の
り
ま
き
、
漬
物
な
ど
。
洋
風

な
ら
、
サ
ン
ド
イ
y
チ
、
ク
ッ
キ
ー
、

サ
ラ
ダ
、
な
ど
が
い
い
で
す
ね
。

春
に
な
る
と
、
若
芽
や
若
葉
が
い

っ
せ
い
に
顔
を
出
し
ま
す
。
食
べ
ら

れ
る
野
草
も
豊
富
な
の
で
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
の
途
中
に
ぜ
ひ
探
し
て
み
ま
し

ょ
P
7
0
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科学万樽
つくば85

EXPO'85 
コスモ星丸

「科学博」会場への交通

宅竺笠一一万博中央駅 遷節

う軍配ノ tス

(有)岸本印刷印刷昭和60年3月1日発行(毎月 1日発行)昭和60年 3月号

入場料金
①大人…"，2，700円(満23

歳以上)

@中人・"'1，400円(満15
歳以上23歳未満)

@小人・…..700円(満 4歳

以上15歳未満)

「人間・居住・環境と科学技術」

をテーマに 、茨城県・筑波研究学

園都市で聞かれます。開催期間は、

昭和60年 3月 17日から 9月 16日ま

での半年間。

13Km 

ノ¥ス

ノ¥ス

領〉12

お
く
や
み

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

青

島

後

藤

宣

幸

(

六

八

)

須

沢

竹

田

ヱ

イ

(

八

八

)

長

浜

片

島

透

(

五

二

柴

矢

野

菊

市

(

八

O
)

長
泣
い
吉
野
シ
ゲ
ヨ
(
八
六
)

白

滝

武

地

博

子

(

五

一

)

穂

積

一

藤

州

市

(

八

四

)

櫛

生

坂

東

武

男

(

五

四

)

出

海

川

上

ツ

ナ

エ

(

六

七

)

し
し
老
松
友
海
テ
イ
(
一

O
二

柴

沖

内

イ

ワ

ミ

(

八

六

)

常磐線

特急、・急行50分

常磐線 関東鉄道

0上聖子て了一取手駅一一ナー水海道
叫す 30分

常磐線

土浦駅0水戸
13km 

/戸----

仁:梓~ 1:主

1
月
は

増
田
僧
太
郎
春
チ
さ
ん
の
カ
y
プ
ル

所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

生

増

田

僧

太

郎

(

三

七

)

久

竹

内

春

子

士

一

一

四

)

手多車五は
お早めに

家屋の新築、改

築などの工事の際、電柱や電

線が支障となる場合、急、に

ご 連 絡 い た だいても電話線

など移転工事ができませAo

お与L目に電話回へどうぞ、。 i
伊予長浜電報電話局

品
骨
ド

}
市
鶴
岡
~
J

主
主

世の中には解決 で き ぬ 、 ぁ ; 

るいは困難な矛盾やひずみ、 :i: 
ずれなどが数多く存在する。

人聞はそれで色々と悩む。ず:~

れで身近にとまどうのに新暦 i 
と旧暦がある。 3月 3日の桃主

の節句も新暦では桃や桜の花主

盛りにはならない。 ミ時は元 i 
禄 14年、春は弥生の14日、勅ミ

使は東に下向され・・・・・・。殿中 主

総の廊下の刃傷(にんじよう) 手

で浅野内匠頭が即刻切腹を執~:

行された時、田村右京邸の庭 i 
の桜は満開であったミという。~

俳句や手II歌を作る人 々 に と っ :ト

てはまことに勝手が悪いこと i 
が多かろう A と ころで近頃気き

になるずれの話をテレビで問主

いた 。 就 職 し て いる大学出の主

サラリーマンに大学で学んだ ; 

知識が卒業後役に立つ期間は Z 

どのf立か、とのアンケートに生

対し、 40代では 3年、 30代で i
は 2年、 20代では僅かに 1年 i
余りという平均値が出たそう 3 
である。大学の教育内容の進 i
歩よりも、企業の自家研究の 1
方がはるかに高度の進歩して生

い る 結 果 だ ろ う といっていたさ

が、このずれ、 3月の大学のを

入試競争と卒業就職期に当り、主

何ともうつろな気持ちにさせ ; 

られる。昔は大学を出た者がを

社会をリードし、文明開化の i
先 駆 者 と な っ たものだが。(

広報ながはま

ゑ
務
協

V〆

蕗
解
説
露

ゑ
後
努

土浦駅

0上野

0上野

お
誕
生
お
め
で
と
う
N

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

黒

田

政

所

直

邦

二

男

和

正

沖

浦

細

川

邦

男

長

男

裕

史

長

浜

異

鍋

英

雄

二

男

雄

柴

宮

田

忠

一

長

女

優

子

出

海

畑

山

真

一

郎

二

男

大

智

郎

長

浜

堀

山

久

司

長

女

香

長

浜

武

田

利

幸

二

男

拓

郎

柴

上

満

茂

三

女

仁

美

出

海

稲

田

希

一

長

女

円

長

浜

上

田

孝

志

長

女

十

字

那

50分

三
月
は
卒
園
、
卒
業
、
転
勤
、
引
っ

越
し
と
人
の
動
き
が
一
番
多
い
時
で
す
。

ま
た
、
役
所
や
会
社
に
と
っ
て
は
年
度

末
で
忙
し
い
季
節
で
す
。
気
持
ち
は
し

っ
か
り
引
き
締
め
て
事
故
な
ど
に
会
わ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
月
十
七
日
か
ら
茨
城

県
の
筑
波
研
究
学
園
都
市
で
国
際
科
学

技
術
博
覧
会
(
科
学
万
博
つ
く
ば
出
)

が
九
月
卜
六

H
ま
で
聞
か
れ
ま
す
。
こ

れ
は
-
一
十
一
世
紀
の
人
類
の
あ
る
べ
き

姿
を
求
め
、
「
人
間
」
「
居
住
」
「
環
境
」

と
科
学
技
術
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
の
が
目
的
で
す
が
、
情
報

化
社
会
に
対
応
し
、
新
し
い
町
令
つ
く
り

を
進
め
る
上
で
も
参
考
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
自
分
の
自

で
確
か
め
て
、
明
日
の
長
浜
町
守
つ
く
り

に
取
り
入
れ
て
パ
い
き
た
い
も
の
で
す
。

(
む
)

数

人口をふやしましょう

2月 1日現在 前月との比較

12，300人 7人減

人 口 (男 5.816人)
女 6，484人 1人増

世帯数 3，846世帯 4世帯減

帯世口人


